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狂犬病予防法の輸出入検疫対象動物に該当しないのはどれか。

➀ 猫　　　➁ スカンク　　　➂  コウモリ　　　➃ キツネ　　　➄ あらいぐま

生ワクチンの特徴の記述として適切なのはどれか。

➀ 猫の注射部位に肉腫を起こすことがある。

➁ 免疫の成立が遅い。

➂ 移行抗体の影響を受けやすい。 

➃ 免疫の持続力は弱い。

➄ アジュバントを必要とする。
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科目  |  動物看護関連法規

科目  |  動物形態機能学

科目  |  動物感染症学

【正解】➂
【解説】狂犬病予防法の輸出入検疫対象動物は、犬、猫、あらいぐま、きつね、スカンクです。

【正解】➂
【解説】レニン-アンジオテンシン-アルドステロン系（RAA系）は主に血圧を調節し、低下した
　　　　血圧を上げる作用をもちます。

【正解】➂
【解説】生ワクチンは移行抗体の影響を受けやすく、不活化ワクチンは影響を受けにくいです。
　　　　正解以外の選択肢はすべて不活化ワクチンの記述です。

レニン-アンジオテンシン-アルドステロン系（RAA系）が主に
調節するものはどれか。

➀ 血糖値の調節　　　➁ 体温の調節　　　➂ 血圧の調節
➃ 呼吸数の調節　　　➄ 食欲の調節

国家試験対策チャレンジ  【 愛玩動物看護師編】

回答＆解説
　間違いは伸びしろ。本番前に気づけた分だけ、確実に強くなれます。
「理解して正解」が増えるほど、試験当日の不安は減っていきます。
 焦らず、今日のミスを明日からの武器にしていきましょう！
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